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●中学校対抗駅伝大会２００７…１面
●育てよう　一人ひとりの人権意識…２面
●自治基本条例　区民とともにつくる
　「自治のまち　すぎなみ」…８面
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　駅伝大会の開催に伴い、当日は午前１０
時から正午まで、青梅街道や環状８号線、
神明通り、荒玉水道道路などで選手の通
過に合わせ、交通規制が行われます。
　そのため、路線バスの遅れや、コース

周辺での渋滞が予想されます。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
煙コース上の駐停車はご遠慮ください。
煙交通規制・う回については、現場警察

官・交通指導員の指示に従ってくださ
い。

煙スタート・ゴール地点や中継所などに
は駐車場・駐輪場がありません。車や自
転車での来場はご遠慮ください。

中学校対抗駅伝大会２００中学校対抗駅伝大会２００７７
１２月９日㈰午前１０時スタート

【日時】１２月９日㈰（荒天中止）
　　　　開会式＝午前９時３０分
　　　　スタート＝男子午前１０時、女子１０時１０分
　　　　閉会式＝１１時３０分
【スタート・ゴール】和田堀公園競技場（大宮２崖２６）
【コース】下図のとおり（約１０.６km／５区間）
【参加チーム】区立中学校の生徒。男女とも２３チームが参加予定
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協力：杉並警察署・高井戸警察署・荻窪警察署・杉並消防署・荻窪消防署

　未成年者の飲酒・喫煙は、将来の健康被
害につながり、薬物使用など、より重大な
非行への入口になりかねません。
　未成年者の飲酒・喫煙を防止し、青少年
が心も体も健やかに成長できる環境をつく
るため、１２月を強化月間として、地域の方
や警察など関係団体と協力し、様々な取り
組みを行います。
◇期間中の通報窓口を開設
　未成年者に酒やタバコを販売・提供して

いる事業者や未成年者の飲酒・喫煙に関す
る情報を、区民から受け付けます。
　専用直通電話緯５３０７崖０７９９（１２月１日〜
３１日まで。２４時間受付）
◇相談を受け付けています（土・日曜日、
祝日と年末年始を除く午前８時３０分〜午
後５時）
　教育相談＝済美教育センター緯３３１１崖
００２１渇健康相談＝保健センター（荻窪緯
３３９１崖００１５、高井戸緯３３３４崖４３０４、高円寺

緯３３１１崖０１１６、上井草緯３３９４崖１２１２、和泉
緯３３１３崖９３３１）
◇駅頭キャンペーン
　 １２月１日㈯午後１時３０分〜 区内ＪＲ
４駅（西荻窪、荻窪、阿佐ケ谷、高円寺）
◇講演会
　 １２月７日㈮午後２時 勤労福祉会館
（桃井４崖３崖２） 大人が変われば子ど
もも変わる 伊藤幸弘 当日、直接会場へ
◇パトロール
　安全パトロール隊や関係団体による連携
パトロールを行います。

害害〈いずれも〉害害
　 児童青少年課緯３３９３崖４７６０

時 場
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内
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交通規制に
ご協力ください

　選手たちへの声援をお願いします。
スタート　　１０：００〜１０：１０
第１中継所　１０：０８〜１０：２２
第２中継所　１０：１６〜１０：３４
第３中継所　１０：２４〜１０：４５
第４中継所　１０：２７〜１０：５１
ゴール　　　１０：３４〜１１：０１
※時間は、多少前後することがあります

選手通過予想時刻

通報窓口を設置しました　緯５３０７崖０７９９
１２月１日㈯
　〜３１日㈪

中学校対抗駅伝大会２００中学校対抗駅伝大会２００７７

未未成成年年者者のの飲飲酒酒・・喫喫煙煙防防止止キキャャンンペペーーンン未成年者の飲未成年者の飲酒酒・・喫煙防止キャンペー喫煙防止キャンペーンン

杉並区中学校対抗駅伝大会は、今年
コースを拡大して実施します。
――問い合わせは、区中学校対抗駅
伝大会２００７実行委員会事務局（社会
教育スポーツ課内）へ。
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配
偶
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら

の
暴
力
は
人
権
侵
害
か
つ
犯
罪

　

毎
年
、　

月　

日
〜　

日
は
「
女

１１

１２

２５

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
で
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
職
場

な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
犯
罪
な
ど
は
、
相

手
の
人
権
を
認
め
な
い
恥
ず
べ
き
行

為
で
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
は
、
家

庭
内
、
当
事
者
間
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
は
、
身
近
に
あ

る
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力

を
認
め
な
い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い
る
方
、
そ

の
相
談
を
受
け
た
方
は
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
３
倆
４
４
１

０
、
福
祉
事
務
所
、
警
察
署
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
る

　

保
護
者
な
ど
に
よ
る
児
童
虐
待
、

児
童
買
春
や
児
童
ポ
ル
ノ
、
子
ど
も

の
間
で
の
い
じ
め
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
虐
待
は
、
相
談
・
通
報
件
数

と
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
虐
待

に
よ
り
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
事

件
が
後
を
絶
た
な
い
な
ど
、
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
社
会
全
体
の
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
健
や
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る

環
境
を
地
域
全
体
で
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う

と
感
じ
た
り
、
虐
待
や
い
じ
め
か
も

し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

子
ど
も
と
家
庭
の
総
合
相
談
＝

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
う

ラ
イ
ン
緯
５
９
２
９
倆
１
９
０
１
／

い
じ
め
・
不
登
校
電
話
相
談
＝
済
美

教
育
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
７
倆
１
１

９
０

高
齢
者
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を 

─
高
齢
者
へ
の
虐
待
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い

　

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者

に
対
す
る
介
護
者
に
よ
る
身
体
的
・

問

心
理
的
虐
待
、
あ
る
い
は
高
齢
者
の

家
族
な
ど
が
本
人
に
無
断
で
そ
の
財

産
を
処
分
す
る
経
済
的
虐
待
な
ど

の
、
高
齢
者
に
か
か
わ
る
人
権
問
題

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

は
、
高
齢
者
の
立
場
に
立
ち
人
権
を

擁
護
す
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
場
合
や
高

齢
者
虐
待
に
関
す
る
こ
と
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
 

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高

齢
者
を
発
見
し
た
場
合
＝
区
の
通
報

専
用
電
話
緯
５
３
０
７
倆
０
６
４
８
、

高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
＝
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ケ
ア　

）
２４

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

と
も
に
生
き
る
社
会
を

　

障
害
の
あ
る
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
へ
の

参
加
が
保
障
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
た

め
に
は
、
よ
り
深
く
障
害
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

同
和
問
題 

─
わ
が
国
固
有
の
人
権
問
題

　

同
和
問
題
は
、
封
建
時
代
の
身
分

制
度
や
歴
史
的
、
社
会
的
に
形
成
さ

れ
た
人
々
の
意
識
に
起
因
す
る
差
別

が
、
今
も
な
お
、
様
々
な
形
で
現
れ

て
い
る
日
本
固
有
の
重
大
な
人
権
問

題
で
す
。

　

同
和
地
区
の
出
身
と
い
う
理
由

で
、
結
婚
や
就
職
な
ど
で
差
別
を
受

け
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い

る
人
々
が
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
へ
の
正
し
い
理
解
と
認

識
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の

問
題
と
し
て
考
え
、
差
別
の
解
消
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
・
遺
族

問

人権とは、だれもが生まれながらに等しく持っている、人として幸せな生活を営
むための権利です。この欠くことのできない権利を守っていくためには、一人ひ
とりがお互いを尊重し合い、思いやる心を育む社会を作っていくことが大切で
す。この機会に人権について考えてみませんか。　――問い合わせは、総務課へ。

〈人権問題でお困りの時はご相談ください〉
◆区政相談課
毎月第３金曜日の午後１時～４時（受付は３時まで）
◆人権擁護委員

電話番号氏名（住所）
緯５２１１崖７３６１安部陽一郎（南荻窪）
緯５５６２崖０５７１今里恵子（上荻）
緯３３５５崖０２５１上野伊知郎（松ノ木）
緯３３１１崖０７７４小野忠（松ノ木）
緯５２８３崖３８１８白石光征（下井草）
緯５４１０崖６０７０高石昌子（成田東）
緯３３２８崖５６８９西村壽一（永福）
緯５９３２崖５４４１林伸子（上井草）
緯３３９０崖６９８８三浦範子（西荻北）
緯３３３１崖３０３１森村智惠子（南荻窪）
緯３３３９崖８９３５矢澤久美子（阿佐谷北）
緯３３９３崖４４５０柳澤純子（荻窪）　※子ども人権専門委員
緯３３９８崖６６５３横山正（荻窪）
緯５６８９崖０５１８◆東京法務局
緯０５７０崖０７０崖８１０◆女性の人権ホットライン
緯０１２０崖００７崖１１０◆子どもの人権１１０番
緯３８７１崖０２１２◆㈶東京都人権啓発センター

緯５８０８崖３１５１◆夜間人権ホットライン
　　　　　１２月７日㈮午後５時～８時
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嬰

の
多
く
は
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
ば
か
り
か
、
被
害

に
よ
る
精
神
的
苦
痛
や
身
体
の
不
調

に
加
え
、
周
囲
の
無
責
任
な
う
わ
さ

や
中
傷
な
ど
様
々
な
問
題
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
分
な
支
援
を

受
け
ら
れ
ず
深
刻
な
状
況
に
お
か
れ

て
き
ま
し
た
。　

　

区
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
総

合
支
援
窓
口
」
を
開
設
し
、
①
相
談
・

情
報
提
供
・
各
種
手
続
き
の
手
伝
い

や
付
添
い
②
一
時
利
用
住
宅
の
提
供

③
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
④
応
急

資
金
の
貸
付
な
ど
、
犯
罪
被
害
者
等

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
 

相
談
専
用
電
話
緯
５
３
０
７
倆

問

０
６
２
０

外
国
人
も
地
域
の
一
員

　

区
に
は
一
万
人
を
超
え
る
外
国
人

の
方
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
文
化
や
生
活
習
慣

の
相
違
な
ど
に
よ
る
誤
解
や
行
き
違

い
で
、
偏
見
を
持
た
れ
た
り
、
入
店

拒
否
や
入
居
、
就
労
な
ど
様
々
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
る
方
が

い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
交
流
を
通
じ
て
、
お
互

い
を
理
解
し
、
地
域
で
生
活
す
る
一

員
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

 
拉  
致 
問
題
の
早
期
解
決
を

ら 

ち

　

毎
年　

月　

日
〜　

日
は
「
北
朝

１２

１０

１６

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す
。

　

平
成　

年
９
月
に
、
北
朝
鮮
は
日

１４

本
人
拉
致
を
認
め
、
同
年　

月
に
五

１０

名
の
被
害
者
が
帰
国
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
他
の
被
害
者
に
つ
い
て
は
、

 
未 
だ
北
朝
鮮
か
ら
納
得
の
い
く
情
報

い
まは

提
供
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
拉
致
問

題
へ
の
関
心
を
高
め
、
認
識
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
人
権
パ
ネ
ル
展

　

小
・
中
学
生
の
人
権
作
文
や
絵
を

展
示
し
ま
す
。

　
 
　

月
３
日
㈪
～
７
日
㈮
午
前
９

１２

時
～
午
後
５
時
（
３
日
は
午
前　

時
１０

か
ら
、
７
日
は
午
後
３
時
ま
で
） 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

区
政
相
談
課

時

場

申

問

◇
よ
り
よ
い
景
観
づ
く
り

　

美
し
い
・
優
れ
た
景
観
は
、
そ

こ
に
住
む
人
々
に
誇
り
と
愛
着
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
、
杉

並
ら
し
い
風
景
を
守
り
、
育
て
て

い
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

身
近
な
地
域
や
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

区
で
は
、
景
観
に
関
す
る
普
及

啓
発
の
一
環
と
し
て
、　

月
１
日

１１

〜
９
日
の
景
観
週
間
の
期
間
中
、

大
田
黒
公
園
周
辺
地
区
景
観
ま
ち

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
、
ス

ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
展
な
ど
数
多
く

の
催
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

歩
く
速
度
で
街
に
接
す
る
と
、

今
ま
で
見
落
と
し
て
い
た
風
景
や

四
季
の
移
ろ
い
が
見
え
て
き
ま

す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な

が
ら
、
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◇
歩
き
な
が
ら
、
元
気
と
文
化
が

生
ま
れ
る
街
。

　

区
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
認

知
症
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年

度
『
一
〇
〇
〇
人
ウ
ォ
ー
ク
』
と

い
う
事
業
を
実
施
し
、
多
く
の
区

民
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
歩
く
楽

し
み
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
「
一
〇
〇
〇
人
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
】

『
歩
い
て
毎
朝
会
う
方
た
ち
と
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
な

り
、
話
も
で
き
る
楽
し
み
を
味
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ

が
味
わ
え
る 
素  
晴 
ら
し
い
場
所
を

す 

ば

愛
し
て
、
毎
朝
明
る
く
楽
し
く
元

気
に
散
歩
が
で
き
る
幸
せ
を
、
健

康
の
た
め
に
も
、
元
気
で
い
る
限

り
頑
張
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。』

『
井
草
森
公
園
ま
で
歩
く
の
が
習

慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

池
の 
鯉 
、
カ
ル
ガ
モ
を
見
、
小

こ
い

鳥
の
声
を
聞
き
、
花
を
眺
め
ひ
た

す
ら
歩
き
ま
す
。
健
康
に
留
意
し

て
、
生
涯
歩
き
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。』

◇
さ
ら
な
る
輝
き
度
向
上
へ

　

今
後
も
、「
す
ぎ
な
み
の
輝
き

度
」
を
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

高
め
、
杉
並
の
ま
ち
を
歩
い
た
と

き
や
区
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
時
に
、「
す
ぎ
な
み
で
よ
か

っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
を
創

造
し
て
い
き
ま
す
。

　
 

企
画
課

問

育てよう 一人ひとり育てよう　一人ひとりのの
人権意人権意識識

　

月
４
日
㈫

１２
～　

日
㈪
は

１０

人
権
週
間
で
す
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◇
杉
並
社
会
保
険
事
務
所
の

　

年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
、
本

人
確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人

か
ら
の
依
頼
状
と
代
理
人
の
身
分
を

証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

　
 
　

月　

日
㈯
・　

日
㈰
午
前
９

１１

２４

２５

時　

分
〜
午
後
４
時
ま
た
は
月
〜
金

３０
曜
日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分
（
祝
日
を
除
く
。
月
曜
日
は
７
時

ま
で
） 

杉
並
社
会
保
険
事
務
所（
高

円
寺
南
２
們　

們
９
） 

当
日
、
直

５４

接
会
場
へ 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

▽
電
話
で
年
金
の
相
談
が
で
き
ま
す

煙
年
金
記
録
照
会
専
用
「
ね
ん
き
ん

あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
緯
０
１
２

０
倆
６
５
７
倆
８
３
０
（　

時
間

２４

年
中
無
休
）

煙
一
般
の
年
金
相
談
「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」
緯
０
５
７
０
倆
０
５
倆

１
１
６
５
（
月
〜
金
曜
日
午
前
８

時

場

申

他

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
、
第
二

３０

１５

土
曜
日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

３０

時
。※
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
。

月
曜
日
〈
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〉

は
７
時
ま
で
。
通
話
料
金
は
固
定

電
話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金
）

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

杉
並
社
会
保
険
事
務
所
緯
３
３

１
２
倆
１
５
１
１

◇　

歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

６５

　
　

歳
〜　

歳
ま
で
加
入
し
た
こ
と

２０

６０

の
あ
る
年
金
が
国
民
年
金
だ
け
で
、

第
一
号
被
保
険
者
期
間
の
み
の
方
が

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、

区
役
所
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
誕

生
日
の
前
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

年
金
手
帳
、
年
金
受
け
取
り
希
望

先
の
金
融
機
関
の
通
帳
、
印
鑑
（
本

人
が
自
署
す
る
場
合
は
不
要
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
三
号
被
保
険
者
期
間

の
あ
る
方
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
杉

問

並
社
会
保
険
事
務
所
緯
３
３
１
２
倆

１
５
１
１
へ
。

※
一
号
被
保
険
者
＝
自
営
業
、
学
生

な
ど
／
三
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
・
各
種
共
済
年
金
加
入
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

◇
高
齢
任
意
加
入
制
度
の
ご
利
用
を

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
は
、
保

険
料
納
付
済
期
間
や
免
除
承
認
期

間
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入

期
間
な
ど
が
二
五
年
以
上
必
要
で

す
。

　
　

歳
に
な
っ
た
時
に
受
給
資
格
を

６０
満
た
し
て
い
な
い
場
合
や
年
金
額
を

増
や
し
た
い
場
合
は
、　

歳
ま
で
任

６５

意
加
入
が
で
き
ま
す
（
満
額
が
限

度
）。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
に
加
入
中
の
方
や
老
齢
基
礎
年
金

の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
給
中
の
方

は
、
任
意
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

４０

生
ま
れ
で　

歳
の
時
に
受
給
権
の
な

６５

い
方
は
、
受
給
資
格
を
満
た
す
ま
で

（　

歳
が
限
度
）、特
例
で
任
意
加
入

７０
が
で
き
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

問

「なみすけ」公式ブログはじめました

　すぎなみアニメキャラクター「なみすけ」の公式
ブログ「てくてく×なみすけ」ができました。
　なみすけが杉並区を“てくてく”探検して、「すぎ
なみの輝き度」を高めるような場所やお店、まちの
人たちを紹介していきます。
　皆さんのところになみすけがブログの取材に伺っ
た場合は、ご協力をお願いします。
※このブログは、プロポーザル方式による公募・審
査で「なみすけ」のキャラクター版権管理事業者
に決定した㈱ファンワークスが制作・編集してい
ます。
　 産業経済課問

　

月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

１１

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

第
四
回
区
議
会
定
例
会
は
、　

月
１１

　

日
㈫
に
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

２７
　

本
会
議
や
委
員
会
は
、
定
員
の
範

囲
内
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
。

　
 

当
日
、直
接
区
議
会
事
務
局（
区

役
所
中
棟
三
階
）
へ 

同
事
務
局 

手
話
通
訳
を
希
望
す
る
方
は
、
希
望

日
の
四
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

学
校
給
食
展
示
会

　

「
生
涯
を
通
じ
て
健
康
な
生
活
を

送
る
基
礎
を
培
う
た
め
の
学
校
給
食

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校

給
食
全
般
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示

や
試
食
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月
１
日
㈯
午
前　

時
〜
午
後

１２

１０

４
時 

杉
並
第
九
小
学
校
（
本
天
沼

申

問

他

時
場

１
們
２
們　

） 

学
校
給
食
に
関
す

１９

る
展
示
、
学
校
栄
養
士
に
よ
る
研
究

発
表
・
実
験
教
室
、
給
食
試
食
＝
午

後
０
時　

分
〜
１
時　

分
（
午
前　

２０

３０

１０

時
か
ら
先
着
順
で
試
食
券
を
配
付
。

一
口
試
食
も
あ
り
）、親
子
料
理
教
室

＝
１
時　

分
〜
（
午
前　

時
か
ら
受

３０

１０

付
開
始
。
先
着
二
〇
組
程
度
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

学
務
課

保
健
給
食
係

杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
章

　

全
国
や
都
な
ど
の
各
種
競
技
大
会

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
区
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
寄
与
し
た
方
を
毎
年
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
や
推
薦
の
問
い
合
わ
せ
は
、

　

月　

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

１２

１４

　
 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体

育
係

雨
水
貯
留
槽
の
設
置
費
を 

助
成
し
ま
す

　

雨
水
貯
留
槽
は
屋
根
に
降
っ
た
雨

水
を 
貯 
め
る
タ
ン
ク
で
、
貯
め
た
水

た

は
植
木
の
水
や
り
や
災
害
時
の
消
火

用
水
、
ト
イ
レ
の
水
な
ど
に
活
用
で

き
ま
す
。
設
置
す
る
方
に
対
し
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
小
型
貯

内

費

申

問

問

留
槽
は
指
定
品
に
限
る
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

右
表
の
と
お
り 

区
内
に
雨
水

貯
留
槽
を
設
置
す
る
個
人
ま
た
は
事

業
所
で
、
継
続
し
て
雨
水
の
有
効
利

用
が
で
き
る
方 

・ 

環
境
課
地
球

温
暖
化
対
策
担
当
緯
３
３
９
８
倆
３

１
９
５
へ

住
宅
用
太
陽
光
発
電
機
器
の

設
置
費
を
助
成
し
ま
す

　

必
ず
設
置
工
事
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
 

対
象
機
器
＝
次
の
四
つ
を
す
べ

て
満
た
す
機
器
①
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ

ー
ル
、
イ
ン
バ
ー
タ
お
よ
び
系
統
連

系
保
護
装
置
（
両
方
と
も
㈶
電
気
安

全
環
境
研
究
所
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
」
の
認
証

を
受
け
て
い
る
も
の
）
な
ど
を
備
え

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
②
住
宅
の

上
屋
な
ど
に
設
置
す
る
も
の
③
電
力

会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
す
る
も
の

④
未
使
用
の
も
の
▽
補
助
額
＝
七
万

円
×
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
出
力
数

内

対

申

問

内

（
鯵
）（
千
円
未
満
は
切
捨
て
。
上
限

二
〇
万
円
） 

区
内
に
自
ら
居
住
ま

た
は
新
築
・
改
築
に
よ
り
こ
れ
か
ら

居
住
す
る
住
宅
に
、　

年
３
月　

日

２０

１０

ま
で
に
機
器
を
設
置
す
る
方
（
店
舗

な
ど
の
併
用
住
宅
を
含
む
）。す
で
に

設
置
済
み
の
方
、
過
去
に
同
補
助
を

受
け
た
方
は
除
く 

・ 

事
前
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
申
請
書
と
関
係
書

類
を
環
境
課
地
球
温
暖
化
対
策
担
当

（
荻
窪
５
們　

們　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る

１５

１３

荻
窪
内
緯
３
３
９
８
倆
３
１
９
５
）

へ
持
参
（
郵
送
不
可
） 

①
申
請
書

と
機
器
概
要
は
、
環
境
課
地
球
温
暖

化
対
策
担
当
窓
口
で
配
付
。
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
②

売
買
電
量
デ
ー
タ
の
提
供
、
そ
の
他

の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

捌
ご
利
用
く
だ
さ
い 

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

苦
情
調
整
委
員
制
度

　

利
用
し
て
い
る
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
不
満
が
あ
る
と
き
、
苦
情
調
整

委
員
が
、
苦
情
申
立
者
と
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
の
双
方
か
ら
事
情
を
聞
き
、

公
正
・
中
立
な
立
場
で
問
題
の
解
決

に
当
た
り
ま
す
。

　
 

面
談
日
＝
水
曜
日
午
後
１
時
〜

５
時
（
受
付
は
４
時
ま
で
）
※
予
約

制
。
三
委
員
（
弁
護
士
・
塩
谷
順
子
、

社
会
福
祉
士
・
池
田
惠
利
子
、
人
間

福
祉
学
科
教
授
・
須
加
美
明
）
が
交

代
で
対
応 

事
前
に
、
電
話
で
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
事
務

局
（
保
健
福
祉
部
管
理
課
保
健
福
祉

相
談
係
）
へ
予
約 

同
事
務
局

求
職
中
の
方
と 

求
人
中
の
事
業
者
の
方
へ

　

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
す
ぎ
な

み
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
 

求
職
中
の
方
＝
区
内
に
本
社
や

支
店
・
営
業
所
が
あ
る
企
業
・
団
体
・

個
人
事
業
者
の
求
人
情
報
（
新
卒
・

対

申

問他

内

申

問

内

正
社
員
・
パ
ー
ト
）
や
内
職
情
報
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
▽
事
業
者
の
方
＝

「
す
ぎ
な
み
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
」
か
ら
、
無
料
で
、
直
接
求

人
情
報
を
入
力
で
き
ま
す
（
内
職
は

除
く
。
内
職
の
求
人
情
報
の
掲
載
を

希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
） 

産
業
経
済
課
商
工
係

戦
没
者
等
の 

遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　

第
八
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
遺
族
で
、　

年
４
月
１
日

１７

に
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
額
面
四

〇
万
円
、
一
〇
年
償
還
の
記
名
国
債

が
支
給
さ
れ
ま
す
（
要
件
あ
り
）。

　

請
求
手
続
き
は　

年
３
月　

日
ま

２０

３１

問

で
で
す
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域
福
祉

係捌
ご
存
じ
で
す
か 

政
治
家
の
「
寄
附
の
禁
止
」

　

政
治
家
（
立
候
補
予
定
者
含
む
）

は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
も
の
に
対
し

て
、
時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
、
寄
附

を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
違
反
は
罰
則
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
治
団
体
や
親
族
に
対

す
る
も
の
、
政
治
教
育
集
会
で
の
実

費
弁
償
（
食
事
や
食
事
料
の
提
供
は

禁
止
）
は
除
か
れ
て
い
ま
す
。

◇
寄
附
の
禁
止
の
例

①
お
歳
暮
や
お
中
元

②
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

問

③
葬
式
の
花
輪
や
供
花

④
病
気
見
舞
い

⑤
町
内
会
の
催
物
や
旅
行
会
・
忘
年

会
な
ど
へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し

入
れ

⑥
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

◇
寄
附
の
勧
誘
・
要
求

　

選
挙
人
が
政
治
家
に
対
し
て
、
寄

附
を
出
す
よ
う
に
勧
誘
や
要
求
を
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
も

の
に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
や
寒

中
見
舞
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報

な
ど
も
含
む
）
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問

〈雨水貯留槽設置助成〉
上限額助成額規　格種　類

３万
５０００円

本体価格（消
費税を除く）
の２分の１の
額

有効貯水量が
０.５㎥（５００ℓ）
以下のもの

小型
雨水貯留槽
設置助成

３０万円

有効貯水量に
１㎥（１０００ℓ）
あたり７万円
を乗じた額

有効貯水量が
０.５㎥（５００ℓ）
を超えるもの

大型
雨水貯留槽
設置助成▲小型雨水貯留槽

（一例）

 http://blog.livedoor.jp/tekutekunamisuke/HP
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区
非
常
勤
職
員
（
事
務
）

産
休
・
育
休
代
替
な
ど
の
勤
務

▽
勤
務
期
間
＝

年
４
月
１
日
〜

２０

２１

年
３
月

日
（
五
回
ま
で
更
新
可
。

３１

た
だ
し

歳
に
達
し
た
後
の
３
月

６５

３１

日
で
退
職
）
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
原

則
と
し
て
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

分
〜
午
後
５
時

分
（
一
日
八
時

３０

１５

間
、
月
一
六
日
勤
務
）
▽
勤
務
場
所

＝
区
役
所
、
区
内
出
先
事
業
所
▽
資

格
＝

年
４
月
１
日
現
在

歳
未
満

２０

６５

で
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
い
こ
な
せ
る
方

▽
募
集
人
数
＝
二
〇
名
▽
月
額
報
酬

＝
年
齢
な
ど
に
よ
り
約
一
四
万
四
八

〇
〇
円
〜
▽
そ
の
他
＝
有
給
休
暇
あ

り
。
社
会
保
険
加
入
。
交
通
費
支
給

（
上
限
あ
り
）

申
込
書
（
職
員
課

人
事
係
〈
区
役
所
東
棟
五
階
〉
で
配

付
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り

出
せ
ま
す
）
を
、

月

日
（
必
着
）

１２

１８

ま
で
に
職
員
課
人
事
係
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

同
係

区
立
学
校
補
充
教
員

研
修
講
師
な
ど
と
し
て
出
張
を
す

る
教
員
の
代
わ
り
に
、
単
独
で
授
業

内

申

問

な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

勤
務
期
間
な
ど
＝

年
４
月
１

２０

日
〜

年
３
月

日
（
校
長
の
指
定

２１

３１

す
る
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
の

間
で
、
指
定
す
る
時
間
。
週
一
八
時

間
以
内
。
原
則
と
し
て
夏
休
み
な
ど

長
期
休
業
期
間
中
は
勤
務
な
し
）
▽

勤
務
場
所
＝
原
則
と
し
て
区
立
小
学

校
▽
資
格
＝
教
員
免
許
状
を
有
し
、

教
育
現
場
で
の
勤
務
実
績
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数
＝
小
学
校
全
科
・
若
干

名
▽
時
給
＝
二
六
三
〇
円
（
予
定
）

応
募
書
類（
教
育
人
事
企
画
課〈
区

役
所
東
棟
六
階
〉
で
配
付
。
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
）

を
、

月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
教

１２

育
人
事
企
画
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

同
課

産
婦
・
新
生
児
訪
問
指
導
員

区
で
は

年
度
の
事
業
拡
大
に
伴

２０

い
、
産
婦
・
新
生
児
訪
問
指
導
員
を

増
員
し
ま
す
。

新
生
児
〜
生
後
４
カ
月
の
赤
ち

ゃ
ん
と
母
親
へ
の
（
家
庭
）
訪
問
指

導
▽
勤
務
期
間
＝

年
４
月
１
日
〜

２０

年
３
月

日
（
更
新
可
）
▽
訪
問

２１

３１

件
数
＝
月
に
三
〜
一
〇
件（
調
整
可
）

▽
勤
務
地
＝
五
カ
所
の
保
健
セ
ン
タ

ー
の
各
管
轄
地
域
▽
資
格
＝
助
産
師

ま
た
は
保
健
師
▽
募
集
人
数
＝
八
名

▽
給
与
な
ど
＝
母
子
の
訪
問
指
導
＝

一
件
六
〇
〇
〇
円
。
子
の
み
の
訪
問

指
導
＝
一
件
三
〇
〇
〇
円
（
い
ず
れ

も
交
通
費
込
み
）。
訪
問
用
品
貸
与
。

研
修
あ
り
（
３
月
予
定
）

履
歴
書

と
免
許
証
の
写
し
を
、
月

日（
必

１２

２０

着
）
ま
で
に
杉
並
保
健
所
健
康
推
進

課
（
〒

倆
０
０
５
１
荻
窪
５
們

１６７

２０

們
１
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

同
課

緯
３
３
９
１
倆
１
０
１
５

書
類
選

考
後
、
１
月
に
面
接
の
予
定

不
燃
化
促
進
住
宅
入
居
者

自
己
居
住
用
住
宅
を
耐
火
建
築
物

な
ど
に
建
て
替
え
る
場
合
に
、
空
室

内
申問

内

申
問

他

が
あ
れ
ば
，
工
事
期
間
中
の
一
時
移

転
先
と
し
て
不
燃
化
促
進
住
宅
を
利

用
で
き
ま
す
。

対
象
地
域
＝
蚕
糸
試
験
場
・
気

象
研
究
所
跡
地
周
辺
地
区
地
区
計
画

区
域
、
天
沼
三
丁
目
地
区
、
防
火
地

域
、
杉
並
区
防
災
都
市
づ
く
り
調
査

に
お
け
る
一
二
町
丁
目
、
新
た
な
防

火
規
制
区
域
な
ど
▽
利
用
住
宅
＝
和

田
住
宅
（
和
田
３
們

們

）、
馬
橋

４１

２７

住
宅
（
阿
佐
谷
北
５
們
８
們

）
▽

１６

月
額
家
賃
＝
二
Ｄ
Ｋ
＝
五
万
円
、
三

Ｄ
Ｋ
＝
七
万
円
（
別
に
共
益
費
月
額

二
四
〇
〇
円
）

毎
月
１
日
〜

日
１０

ま
で
の
月
〜
金
曜
日
に
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
へ
（
抽
選
）

同
課

捌
障
害
の
あ
る
中
高
生
の

放
課
後
活
動
ク
ラ
ブ

「
フ
ォ
ス
タ
ー
」
ス
タ
ッ
フ

学
校
か
ら
活
動
場
所
ま
で
の
送

迎
と
調
理
・
音
楽
・
工
作
・
外
出
な

ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
介
助
▽
勤

務
場
所
＝
和
田
障
害
者
交
流
館
（
和

田
２
們

們

）
▽
勤
務
日
・
時
間

３１

２１

＝
週
二
〜
四
日
。
平
日
は
午
後
２
時

分
〜
５
時

分
（
水
曜
日
は
１
時

３０

３０

〜
５
時

分
）、
土
曜
日
・
夏
休
み
な

３０

ど
学
校
休
業
日
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

分
（
応
相
談
。
土
曜
日
勤
務

３０
内

申

問

内

で
き
る
方
歓
迎
）
▽
時
給
＝
未
経
験

者
九
〇
〇
円
、
経
験
者
一
〇
〇
〇
円

▽
そ
の
他
＝
交
通
費
全
額
支
給
、
昇

給
年
一
回

心
身
と
も
に
健
康
な
方

・

電
話
で
、
フ
ォ
ス
タ
ー
緯
０

９
０
倆
９
１
４
６
倆
９
１
３
３
ま
た

は
緯
０
９
０
倆
９
８
１
２
倆
５
１
２

１
へ
（
月
〜
金
曜
日
の
午
後
２
時
〜

３
時
、
５
時
〜
６
時
）

捌
南
伊
豆
健
康
学
園

年
度
入
園
児
童

２０
健
康
学
園
は
、
身
体
の
虚
弱
な
児

童
が
、
南
伊
豆
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
健
康
の
回
復
と
体
力
の
増
進
を

図
り
な
が
ら
学
ぶ
全
寮
制
の
学
園
で

す
。磯

で
の
学
習
、
山
登
り
、
ホ
タ
ル

い
そ

や
星
を
見
る
会
な
ど
、
都
会
で
は
得

ら
れ
な
い
自
然
と
の
関
わ
り
を
数
多

か
か

く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
内
の
小
学
生
と
同
じ
内

容
の
勉
強
を
、
少
人
数
学
級
の
き
め

細
か
な
指
導
で
行
い
ま
す
。
自
ら
学

習
す
る
力
や
、
自
立
性
、
社
会
性
を

育
て
、
学
習
面
で
の
力
も
着
実
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。

入
園
期
間
＝

年
４
月
〜

年

２０

２１

３
月

区
内
小
学
校
に
在
学
す
る
新

三
〜
六
年
生
（
現
二
年
〜
五
年
生
）

対

申

問
時

対

で
、
肥
満
・
ぜ
ん
息
・
偏
食
・
虚
弱

の
児
童

月
額
二
万
八
〇
〇
〇
円

（
食
費
・
雑
費
）

年
２
月
１
日

２０

ま
で
に
在
学
校
へ

◇
入
園
説
明
会

月
７
日
㈮
午
後
２
時
〜

区

１２

役
所
第
七
会
議
室
（
西
棟
六
階
）

学
園
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
と
学
園
職
員

に
よ
る
生
活
・
学
習
の
紹
介

当
日
、

直
接
会
場
へ

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

学
務
課
就
学
奨
励
係

費

申

時

場
内

申

問
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①区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康
保険証・障害者手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施
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生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。③宿泊
の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信を
します。近畿日本ツーリスト区役所内営業所では宿泊予約は受け付けま
せん。④利用人数・季節（年末年始、夏季など）により宿泊料金が左記と異
なる場合があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・
弓ケ浜クラブは学校優先使用のためご利用いただけない日もありま
す）。⑤各施設のパンフレットは区役所、区民事務所・分室、駅前事務所、
地域区民センター、区民集会所にあります。

民間事業者が経営しています。予約・問い合わせは、各申込先へ。

猿
猿
宿
泊
施
設
ガ
イ
ド
猿
猿

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）

ホテル・コニファーいわびつ
（群馬県吾妻郡東吾妻町
大字原町字岩櫃山４３９９）

湯の里「杉菜（すぎな）」
（神奈川県足柄下郡
湯河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

緯０１２０‐４１２‐２２４
緯０５５８‐６２‐３１８７
（午前１０時～午後５時、

年中無休）
http://www.yumigah
ama-club.com/

緯０１２０‐８４４‐８９１
緯０５５５‐８４‐７０３１
（午前１０時～午後６時、
年末年始を除く）

http://www.anshinya
do.com/

緯０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）
胃０２７９‐６８‐５４１７

http://www.iwabitsu.co.jp/

緯０１２０‐４６５‐００２
緯０４６５‐６２‐４８０５
（午前９時～午後８時、

年中無休）
http://www.yunosato-su
gina.com/sugina/

電話番号
ファクス
インター
ネット

申
込
先

７３５０円～
（２０年４月３０日まで
５２５０円～）

６７２０円～
（２０年３月１６日までの
金～日曜日の宿泊は
５７７５円）

７９８０円～（２０年１月７日～３
月１４日まで７０００円～）

区民＝７９８０円～
一般＝８４００円～大 人

平
日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）
な
ど

６３００円～（２０年１月７日～３
月１４日まで５７７５円～）

区民＝５５６５円～
一般＝５９８５円～子ども

７３５０円～
（２０年３月１６日までの
金～日曜日の宿泊は
５７７５円）

９０３０円～区民＝９０３０円～
一般＝９４５０円～大 人休

前
日 ７３５０円～区民＝６６１５円～

一般＝７０３５円～子ども

１２月２９日～１月３日
８２９５円～

１２月３１日～１月３日
９４５０円～

１２月２９日～１月３日
大人１万８０円～
子ども８４００円～

１２月２９日～１月３日
大人１万８０円～
子ども７６６５円～

年末年始

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税

申し込み先へお問い
合わせください

１２月１０日・１１日、
２０年１月１５日～１７日、
２月１２日～１４日

１２月１９日・２０日休館日

上記宿泊料金（消費税込み）に対して、区民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）
の宿泊補助が適用されます。利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。宿泊料
金は、利用人数・季節等により異なる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

直営施設
教職員研修所「秋川荘」（あきる野市五日市）緯０４２‐５９６‐０６９３施設

大人＝４４００円、子ども＝２７００円料金
１泊２食

２０年１月の利用申し込み
研修使用日以外は、１２月１０日から使用日の原則３日前ま
で、電話または区役所内窓口で受け付けます（１０日は電
話のみ）。予約の取れた方には使用承認書をお送りしま
す。この承認書は忘れずに現地施設へお持ちください。
利用料金などは現地施設でお支払いください。

申込
方法

２０年１月９日㈬休館日
近畿日本ツーリスト区役所内営業所緯３３１２‐６４３１（直通）
へ（午前８時３０分～午後５時。土・日曜日、祝日は除く）。

問い合
わせ先

区役所いつでも電話サービス
杉並区コールセンター

〈年中無休 午前７時～午後１１時〉

緯♯８８００または緯３３７２‐８８００
胃３３７２‐８８１０

死call@8800.city.suginami.tokyo.jp

区役所へのお問い合わせ、粗大ご
みの申し込みにご利用ください。

も
う
一
つ
の
イ
ソ
ッ
プ
物
語
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
イ
ソ
ッ
プ

の
お
話
。
主
人
公
た
ち
の
性
格
や
役

割
を
変
え
て
み
る
と
、
話
の
教
訓
も

変
わ
り
ま
す
。
あ
な
た
ら
し
い
発
想

で
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ソ
ッ
プ
に
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
『
も
う
一
つ
の
イ
ソ

ッ
プ
物
語
』と
し
て
発
行
さ
れ
ま
す
。

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
１８

歳
以
下
の
方

①
「
セ
ミ
と
ア
リ
」、

「
北
風
と
太
陽
」、「
ウ
サ
ギ
と
カ

メ
」、「
金
の
た
ま
ご
を
生
む
メ
ン
ド

リ
」（
イ
ソ
ッ
プ
で
あ
れ
ば
こ
れ
以
外

で
も
可
）
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
四

〇
〇
字
づ
め
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
の

物
語
を
創
作
す
る
②
作
品
と
応
募
用

紙
（
図
書
館
で
配
付
）
を
、

月
１

１２

日
〜

年
１
月

日
ま
で
に
中
央
図

２０

３１

書
館
（
〒

倆
０
０
５
１
荻
窪
３
們

１６７

們

）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

同

４０

２３

館
緯
３
３
９
１
倆
５
７
５
４

対

申

問

椅
為

尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉
尉

「すぎなみくらしのガイド」
内容の一部訂正

おわびして訂正します。
１７１頁「たむらクリニック」
誤：笹塚徒歩１０分→正：上井草南口

徒歩１分
１７５頁「清川病院」
誤：内科→正：病院

１８９頁「柴山会計事務所」
誤：公認会計士→正：税理士

広報課報道係問

就労でお悩みの方へ 就労相談受付中！
区内在住で６０歳以上の方向け区内在住・在勤・在学の方向け
１２月４日㈫・１１日㈫・１８日㈫、
２０年１月８日㈫午後１時～４時

毎週火曜日午前１０時～午後４時（正
午～１時を除く）相談は一人５０分日時

高井戸地域区民センター
（高井戸東３崖７崖５）

産業経済課相談室
（区役所西棟１０階）場所

無 料無料（希望により職業適正検査可）費用
当日、直接会場へ予約優先申し込み

㈳杉並区シルバー人材センター
☎３３１７崖２２１７産業経済課商工係問い合

わせ



「広報すぎなみ」は新聞折り込みでの配布、そのほか区施設、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院・サミットストア・コープとうきょう・ファミリーマート・サークル
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心
う
き
う
き
・
体
う
き
う
き
・

リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
を
と
お
し
て
親
子
で

触
れ
合
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月
８
日
㈯
午
前　

時
〜
正
午

１２

１０

 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
今
川

（
今
川
３
們
３
們　

今
川
保
育
園

１８

内
） 

吉
井
あ
ず
さ 

２
歳
〜
就
学

前
の
親
子 

二
〇
組 

無
料 

・ 

電
話
で
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
今
川
緯
３
３
９
４
倆
３
９
３
５
へ

（
先
着
順
） 

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

捌
セ
シ
オ
ン
愉
快
な
お
や
じ
塾 

ゆ
か
い
な
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

地
元
の
歴
史
を
学
び
、
楽
し
く
歩

き
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
、
大
宮
八
幡

宮
の
花
笠
祭
り
の
日
で
す
。

　
 
　

月
８
日
㈯
午
前　

時
〜
午
後

１２

１０

２
時
（
小
雨
実
施
） 

集
合
場
所
＝

セ
シ
オ
ン
杉
並（
梅
里
１
們　

們　

）

２２

３２

 

行
程
＝
蚕
糸
の
森
公
園
→
妙
法
寺

（
お
に
ぎ
り
で
昼
食
）
→
郷
土
博
物

館
→
大
宮
八
幡
宮
（
解
散
） 

杉
並

区
郷
土
史
会
会
長
・
原
田
弘 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

二
〇
名

（
抽
選
） 

三
〇
〇
円
（
保
険
料
・

昼
食
代
） 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教

１１

２８

育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

倆
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
們　

們　

胃
３
３
１
７
倆
６
６

２２

３２

２
０
死sh

a
kyo
-c
＠
c
ity.su

g
i

時
場

師

対

定

費

申

問

他

時

場

内

師対
定

費申

nam
i.lg.jp

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
緯

３
３
１
７
倆
６
６
２
１

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

健
康
づ
く
り
の
自
主
グ
ル
ー
プ
・

青
空
の
会
が
企
画
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。

　
 
　

月
６
日
㈭
午
前　

時（
集
合
）

１２

１０

〜
正
午
（
雨
天
中
止
） 

集
合
場
所

＝
Ｊ
Ｒ
山
手
線
目
白
駅
改
札
口
広
場

 

行
程
＝
学
習
院
大
学
に
沿
っ
て
歩

く
→
神
田
川
→
カ
テ
ド
ラ
ル
大
聖
堂

→
独
協
高
等
学
校
→
音
羽
→
護
国
寺

（
解
散
） 

五
娃
以
上
歩
け
る
方 

無
料 

当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
４

倆
１
２
１
２ 

交
通
事
故
や
ケ
ガ
な

ど
は
自
己
責
任
と
な
り
ま
す

日
本
フ
ィ
ル
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

　
 
　

月
６
日
㈭
午
前　

時
（　

時

１２

１１

１０

　

分
開
場
） 

杉
並
公
会
堂
大
ホ
ー

３０ル
（
上
荻
１
們　

們　

） 

曲
目
＝

２３

１５

ワ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」

よ
り
『
序
曲
』（
予
定
）
▽
出
演
＝
飯

守
泰
次
郎
（
指
揮
） 

六
〇
〇
名 

無
料 

当
日
、直
接
会
場
へ 

文
化
・

交
流
課 

未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

楽
し
い 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
音
楽
を

聴
い
て
、
皆
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月
８
日
㈯
午
後
１
時　

分
〜

１２

３０

３
時　

分 

杉
の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井

４０

戸
東
３
們
７
們
５
高
齢
者
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
一
階
） 

管
弦
楽
合
奏
＝

問

時

場

内

対

費

申

問

他

時

場

内

定

費

申

問

他

時

場

内

ビ
バ
ル
デ
ィ
「
四
季
」
よ
り
『
冬
』

ほ
か
（
ザ
杉
並
ス
ト
リ
ン
グ
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
）、「
荒
城
の
月
変
奏
曲
」

ほ
か
（
調
布
シ
ニ
ア
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
）
▽
合
唱
＝
「
四
季
の
歌
」
ほ
か

 

一
〇
〇
名 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

杉
の
樹
大
学
Ｏ
Ｂ
連
合

会
・
中
島
緯
３
３
３
１
倆
１
８
４
９

捌
国
際
交
流
の
集
い 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

ア
メ
リ
カ
で
育
っ
た
四
人
兄
弟
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「 
b
l
e
s
s 

ブ

レ

ス

 
４ 
」
に
よ
る
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
、
留

フ
ォ
ー

学
生
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
す
。

　
 
　

月
８
日
㈯
午
後
１
時　

分
〜

１２

３０

４
時 

杉
並
第
十
小
学
校
体
育
館

（
和
田
３
們　

們　

） 

第
一
部
＝

５５

４９

歌
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
留
学

生
）、
阿
波
踊
り
（
高
円
寺
中
学
校
生

徒
）
な
ど
▽
第
二
部
＝
b
l
e
s
s

４
コ
ン
サ
ー
ト 

小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者 

二
〇
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（
記
入
例
参
照
）
で
、　

月　

日

１１

３０

ま
で
に
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー
緯
３
３

１
１
倆
０
０
２
１
胃
３
３
１
１
倆
０

４
０
２
死se

ib
i-e
l@
c
ity.su

g
i

nam
i.lg.jp

へ
（
先
着
順
） 

①
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
②
上

履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

定

費

申

問

時
場

内

対

定

費

申

問

他

捌
こ
す
も
す
生
活
園
施
設
公
開 

レ
ッ
ツ
・
ゴ
ー
！ 
こ
す
も
す

　

こ
す
も
す
生
活
園
で
は
、
主
に
身

体
に
障
害
が
あ
る
方
が
自
立
や
社
会

参
加
を
目
指
し
、
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
 
　

月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮
午
前　

１２

１０

時
〜　

時　

分
、
午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

３０

５
時（
２
時　

分
以
降
は
展
示
の
み
）

３０

 

こ
す
も
す
生
活
園
（
堀
ノ
内
１
們

　

們
９
） 

施
設
見
学
、
展
示
、
レ

２７ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
創
作
へ
の
参
加

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
園
緯
３

３
１
７
倆
９
３
１
２

氷
点
下
の
北
海
道
で 

カ
ー
リ
ン
グ
体
験

　

区
の
友
好
都
市
・
北
海
道
名
寄
市

風
連
地
区
で
、
中
学
生
同
士
の
交
流

会
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈬
〜　

日
㈯ 

大
雪

１２

２６

２９

青
年
の
家
、
名
寄
市
風
連
地
区
を
中

心
と
す
る
地
域 

カ
ー
リ
ン
グ
体

験
、
雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
町

時
場

内

申

問

時

場

内

内
め
ぐ
り
な
ど 

区
内
在
住
の
中
学

生
で
、　

月
９
日
㈰
午
前
中
の
親
子

１２

説
明
会
に
本
人
が
必
ず
出
席
で
き
る

方 

二
五
名
（
抽
選
） 

二
万
五
〇

〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
学
校
名
・
学
年
・
保
護
者
名

も
書
い
て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

２８

で
に
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
〒　
倆
１６７

０
０
５
１
荻
窪
１
們　

們
３
）
へ 

５６

児
童
青
少
年
課
緯
３
３
９
３
倆
４
７

６
０

お
も
ち
ゃ
の
公
開
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
お
も
ち
ゃ
を

な
お
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月
１
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

１２

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
們

　

們　

） 

杉
並
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ

１５

１３

ー
ズ 

区
内
在
住
･在
勤
･在
学
の

方 

一
〇
名 

無
料
（
部
品
代
は
実

費
） 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
記
入
例
参
照
）
で
、
す
ぎ
な
み
環

境
情
報
館
緯
３
３
９
８
倆
３
１
９
１

胃
３
３
９
８
倆
３
１
９
３
へ
（
先
着

順
）

対

定

費

申

問

時
場

師

対
定

費

申

問

捌区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇パドルテニス
　 ２０年１月２７日㈰午前９時～午後７時 荻窪体育
館（荻窪３崖４７崖２） 種目＝男女混合団体戦 区内
在住・在勤・在学の方 ８０名 ２０円（保険料） 往復
ハガキ（記入例参照）で、１２月２５日（必着）までに区
パドルテニス協会・柵山龍男（〒１６８崖００６３和泉２崖９
崖４）へ（先着順） 柵山緯５９３２崖５７７４（午前１０時～
午後６時） ①申し込みは個人単位で、組み合わせは
事前に決定します②ラケットは会場で貸し出します

捌美容と健康にカンフーフィットネス　○さ 教室番号「０３２５」
　 ２０年１月９日～３月２６日の毎月第２・４水曜日、
午前９時～１１時（計６回） 永福体育館 区内在住・
在勤・在学で１６歳以上の初心者 ５０名（抽選） １４００
円 往復ハガキ（記入例参照）に生年月日も書いて、
１２月３日（必着）までに永福体育館（〒１６８崖００６４永福
３崖５１崖１７）へ 同体育館緯３３２８崖３１４６ 託児あり

時 場
内 対
定 費 申

問
他

時
場 対
定 費

申

問 他

（事前申込制で３歳～未就学児）
捌バドミントン　○さ 教室番号「０２９６」
　 ２０年１月３１日～３月６日の毎週木曜日、午後７時
～９時（計６回） 高円寺体育館 区内在住・在勤・
在学で１６歳以上の初級者 ４０名（抽選） ２８００円 往
復ハガキ（記入例参照）に生年月日も書いて、１２月２
日（必着）までに高円寺体育館（〒１６６崖０００３高円寺南
２崖３６崖３１）へ 同体育館緯３３１２崖０３１３ ①託児あり
（事前申込制で３歳～未就学児）②車・バイクでの来
場はご遠慮ください
捌親子＆新年スキー教室
　 ２０年１月４日㈮午前６時４５分集合（JR阿佐ケ谷駅
南口噴水横）～６日㈰午後８時ごろ着（区共催） パ
ルコール嬬恋スキー場 区内在住・在勤・在学で高校
生以上の初心者～上級者または小・中学生（中学生以
下は保護者同伴。子どもの友人の同行も可） ８０名
（抽選） 中学生以上＝３万６０００円、小学生＝３万円
 ハガキ、ファクスまたはＥメール（記入例参照。参
加者全員について記入）に性別と学年も書いて、１２月
１５日（必着）までに保田耕作（〒１６７崖００５２南荻窪４崖
１崖９胃３３３１崖１３６９死yasuda_k@nifty.com）へ 保

時
場 対

定 費 申

問 他

時
場

対

定
費

申

問

田緯３３３１崖１３６９（午後８時～１０時） 抽選結果は代表
者にお知らせし、当選者に必要書類を送付します
捌区民スケート教室
　 ①１２月９日㈰②２０年１月２０日㈰③２月１７日㈰の午
前７時４５分～９時４５分（区共催） 明治神宮外苑アイ
ススケート場（新宿区霞ケ丘町） 区内在住・在勤・
在学の方 １回につき、中学生以下＝５００円、高校生以
上＝８００円（別途貸靴代５００円） 当日、直接会場へ 
区スケート連盟・柴田緯３３９１崖８５９３（平日は夜間のみ）
 ①長ズボンで手袋・帽子を持参してください②安全
には十分配慮しますが、万一の事故の場合、治療費な
どは参加者の負担になります
捌ジュニア向けダンススポーツ講習会
　 ２０年１月１１日～２月１５日の毎週金曜日、午後５時
～７時（計６回・区共催） 荻窪体育館（荻窪３崖４７
崖２） 区内在住・在学の小学生 男女各２０名 無料
 ハガキ（記入例参照）に学年も書いて、１２月２０日
（必着）までに野口つゆ子（〒１６７崖００４３上荻３崖２３崖
１１）へ（講習会開始日当日の申し込みも可） 野口緯
０８０崖５４１４崖５５２７（午後６時～１０時） 体育館履きを持
参してください

他

時
場
対

費
申 問

他

時
場

対 定 費
申

問
他

○さ の教室は、さざんかねっと「http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2」で申し込
みできます。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要です。申し込みは１１月２１日午前８
時３０分からハガキ締切日まで。定員を超えた場合は初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

競技大会

〈ゆうゆう館（旧敬老会館）の催し〉
費用日　時内容などゆうゆう館名

１回
３００円 

（消耗品代
別）

１２月８日㈯・２２日㈯
午後１時３０分～３時３０
分（以後月２回土曜開
催）

健康吹き矢に挑戦！
（講師＝一心会・笹
山泰二）

高井戸西館
（高井戸西１崖１７
崖５緯・胃３３３２崖
１０７６）

１回
５００円

１２月４日㈫
　　　午後６時～７時

美術鑑賞講座
～秋の展覧会を楽し
むために

梅里堀ノ内館
（堀ノ内３崖３７崖４
緯・胃３３１３崖４３１９）

１５００円
（材料費
含む）

１２月１４日㈮
　　　午後１時～３時

フラワーアレンジメ
ントを楽しむ

西田館
（荻窪１崖５７崖４緯・
胃３３９１崖８７４７）

毎月
１５００円

１２月～２０年３月のA第
１・３水曜日またはB
第２・４水曜日いずれ
も午後５時～７時

卓球講座・初級編
（講師＝権藤京子）

上荻窪館
（上荻３崖１６崖６緯・
胃３３９５崖１６６７）

１８００円 
（年賀状代
など実費）

１２月１１日㈫
　　　午後１時～４時

パソコンで年賀状を
作ってみよう
（５０歳以上の方）

久我山館
（久我山５崖８崖８
緯・胃３３３２崖２０１１）

※申し込み、問い合わせは、各ゆうゆう館へ。

スポーツ教室

▲bless４
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捌
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ

き
れ
い
に
カ
エ
ル
隊
♪

　

毎
月
一
回
、
路
上
清
掃
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
 
　

月
１
日
㈯
午
前
９
時
〜　

時

１２

１０

（
雨
天
実
施
） 

阿
佐
谷
地
区
＝
集

合
場
所
＝
区
役
所
青
梅
街
道
側
玄
関

前
、
清
掃
場
所
＝
中
杉
通
り
、
青
梅

街
道
沿
い
▽
高
円
寺
地
区
＝
集
合
場

所
＝
高
円
寺
障
害
者
交
流
館
前
（
高

円
寺
南
２
們　

們　

）、清
掃
場
所
＝

２４

１８

高
円
寺
南
４
丁
目
信
号
〜
青
梅
街
道

ま
で 

・ 

電
話
で
、
す
ぎ
な
み
環

境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局
（
環
境
課

環
境
活
動
担
当
内
）
緯
３
３
９
８
倆

３
１
９
５
へ 

①
身
軽
な
服
装
で
、

あ
れ
ば
軍
手
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

②
当
日
、
荷
物
置
き
場
は
あ
り
ま
せ

ん捌
す
ぎ
な
み
地
域
大
学
公
開
講
座

障
害
の
あ
る
人
が 

地
域
で
働
く
と
い
う
こ
と

　
 
　

月
８
日
㈯
午
後
１
時　

分
〜

１２

１５

４
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

３０

１
們　

們　

） 

・ 

基
調
講
演

２２

３２

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
！
」（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
小
宮

英
美
）、
地
域
で
の
取
り
組
み
事
例

（
㈱
コ
イ
デ
カ
メ
ラ
、
㈱
松
屋
フ
ー

ズ
） 

五
〇
〇
名
（
先
着
順
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

す
ぎ
な

み
地
域
大
学
担
当
緯
３
３
１
２
倆
２

３
８
１ 

①
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り
②
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い 時

場

申

問
他

時

場

内

師

定

費

申

問

他

捌
す
ぎ
な
み
大
人
塾
公
開
講
座 

企
業
と
の
協
働
か
ら
学
ぶ

　

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
働
き
共
に
生
き
て
い
く
社
会
の

実
現
」
を
目
指
し
て
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

が
設
立
し
た
ス
ワ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー
。

そ
こ
で
ビ
ジ
ネ
ス
と
社
会
福
祉
を
両

輪
に
活
動
し
て
き
た
講
師
が
、
企
業

と
の
協
働
に
お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
語

り
ま
す
。

　
 
　

月
５
日
㈬
午
後
７
時
〜
９
時

１２

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
們　

們
２２

　

） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
ロ
ネ
ッ
ト

３２代
表
・
増
田
秀
暁 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 

二
〇
名 

無
料 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
５
面
記
入

例
参
照
）
で
、
区
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

緯
＃
８
８
０
０
ま
た
は
緯
３
３
７
２

倆
８
８
０
０
胃
３
３
７
２
倆
８
８
１

０
へ
（
先
着
順
） 

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
緯
３
３
１
７
倆
６
６
２
１ 

託

児
（
１
歳
く
ら
い
〜
）、
手
話
通
訳
あ

り
。
申
し
込
み
時
に
要
連
絡
（　

月
１１

　

日
ま
で
）

２８捌
消
費
者
講
座 

知
っ
て
得
す
る
「　

代
か
ら

２０

　

代
の
家
計
節
約
術
」

４０
　
 
　

月　

日
㈫
午
前　

時
〜
正
午

１２

１１

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
們

　

們　

） 

保
険
・
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

１５

１３

の
見
直
し
、
貯
蓄
や
投
資
な
ど
家
計

術
の
ア
ド
バ
イ
ス 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
中
森
順
子 

区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

六
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
消
費
者

セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
８
倆
３
１
４
１

へ
（
先
着
順
） 

託
児
あ
り
（
２
歳

〜
未
就
学
児
。
事
前
申
込
み
で
先
着

六
名
）

「
ひ
き
こ
も
り
」
で
悩
む 

家
族
の
方
へ

　

ひ
き
こ
も
り
の
背
景
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も

時
場

師

対
定

費

申

問

他

時
場

内

師

対
定

費

申

問他

の
な
の
か
、
本
人
や
家
族
が
少
し
で

も
楽
に
な
る
対
応
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　
 
　

月
６
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

１２

 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草

３
們
８
們　

） 

講
演
「
ひ
き
こ
も

１９

り
の
理
解
と
対
応
」 

東
京
未
来
大

学
教
授
・
春
日
武
彦 

ひ
き
こ
も
り

の
方
を
か
か
え
る
家
族 

五
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
４
倆
１
２
１
２

へ
（
先
着
順
）

捌
子
ど
も
環
境
教
室 

集
ま
れ
！
冬
の
調
査
隊

　
「
種
」を
題
材
に
し
た
調
査
・
観
察

活
動
で
、自
分
た
ち
の
ま
ち
の
自
然

や
環
境
の
変
化
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　
 
　

月
８
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

１２

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
們

　

們　

）
と
そ
の
周
辺 

観
察
（
種

１５

１３

の
不
思
議
を
調
べ
に
い
こ
う
）、野
外

活
動
（
い
ろ
い
ろ
な
種
を
集
め
よ

う
）、工
作（
種
の
図
鑑
を
作
ろ
う
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
学
習
研
究
会 

区

内
在
住
・
在
学
の
小
学
三
〜
六
年
生

 

三
〇
名 

五
〇
円
（
保
険
料
） 

・

 

電
話
で
、
環
境
課
環
境
活
動
担
当

緯
３
３
９
８
倆
３
１
９
５
へ
（
先
着

順
）

捌
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

親
子
科
学
教
室 

「
と
ぶ　

飛
ぶ　

跳
ぶ
」

　

身
近
な
材
料
で
飛
ぶ
も
の
を
作
っ

て
（
傘
袋
ロ
ケ
ッ
ト
、
牛
乳
パ
ッ
ク

ブ
ー
メ
ラ
ン
な
ど
）、
遊
び
ま
す
。

　
 
　

月
９
日
㈰
午
前　

時
〜
正
午

１２

１０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並 

科
学
読
物
研
究

会
・
原
田
佐
和
子 

小
学
三
・
四
年

生
の
親
子 

一
〇
組
二
〇
名（
抽
選
）

 

五
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
５
面

記
入
例
参
照
）
に
性
別
・
学
校
名
・

学
年
も
書
い
て
、保
護
者
署
名
の
上
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教

１１

２９

育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

倆
０
０
１
１
梅

１６６

時
場

内

師対
定

費

申

問

時
場

内

師
対

定

費

申

問
時

 
場

師対

定

費

申

里
１
們　

們　

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー

２２

３２

緯
３
３
１
７
倆
６
６
２
１

冬
の
赤
ち
ゃ
ん
の 

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
講
座

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
気
に
な
る
、

肌
の
カ
サ
カ
サ
・ 
湿  
疹 
や
ひ
ゅ
ー
ひ

し
っ 
し
ん

ゅ
ー
・
ゼ
イ
ゼ
イ
対
策
を
学
び
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈪
午
後
２
時　

分
〜

１２

１０

３０

４
時 

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉

４
們　

們
６
） 

・ 

講
義
「
ア
レ

５０

ル
ギ
ー
予
防
と
気
に
な
る
症
状
へ
の

対
応
法
」（
山
王
病
院
小
児
科
医
師
・

鈴
木
五
男
）、
栄
養
・
生
活
相
談 

区

内
在
住
の
乳
児
の
保
護
者 

二
五
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
和
泉
保
健

セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
３
倆
９
３
３
１

へ
（
先
着
順
）

捌
和
泉
健
康
塾 

輪
に
な
っ
て
踊
ろ
う
♪

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
和
泉
地
区
会

が
企
画
す
る
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊

る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
輪
踊
り
で
す
。

　
 
　

月
３
日
㈪
午
後
１
時　

分
〜

１２

３０

３
時　

分 

方
南
区
民
集
会
所
（
方

３０

南
１
們　

們
８
） 

藤
村
流
名
取
・

２７

藤
村
深
雪
貴 

区
内
在
住
・
在
勤
で

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な

い
方 

三
〇
名 

二
〇
円（
保
険
料
）

 

・ 

電
話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ

ー
緯
３
３
１
３
倆
９
３
３
１
へ
（
先

着
順
） 

動
き
や
す
い
服
装
で
、
運

動
靴
と
タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い高
齢
者
の
た
め
の
料
理
教
室

　
 
　

月　

日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

１１

２９

　

分 

上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家
（
上

３０井
草
３
們　

們　

）　 

冬
を
元
気

３３

１０

に
過
ご
す
た
め
の
簡
単
な
料
理
の
紹

問

時
場

内

師

対

定

費

申

問

時

場

師

対

定

費

申

問
他

時
場

内

介
（
調
理
・
試
食
） 

上
井
草
園
栄

養
士
・
高
澤
弘
美 

高
齢
者
の
介
護

に
関
心
の
あ
る
方 

一
二
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
ふ
れ
あ
い

の
家
緯
３
３
９
４
倆
９
８
３
１
へ（
先

着
順
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
認
知
症
予
防

　
 
　

月
６
日
㈭
・　

日
㈭
、　

年

１２

１３

２０

３
月　

日
㈭
／
午
後
１
時
〜
３
時　

１３

３０

分
（
計
三
回
） 

阿
佐
谷
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
們　

們　

）

４７

１７

 

認
知
症
の
理
解
、
効
果
的
な
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
体
験 

区
内
在
住
の　
６５

歳
以
上
で
全
回
参
加
で
き
る
方
。
早

歩
き
が
健
康
上
問
題
の
な
い
方 

一

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
ケ
ア

　

阿
佐
谷
緯
３
３
３
９
倆
１
５
８
８

２４ま
た
は
ケ
ア　

松
ノ
木
緯
３
３
１
８

２４

倆
８
５
３
０
へ
（
先
着
順
）

師
対定

費

申

問
時

場

内

対

定

費

申

問

〈働く方のためのジョイフル教養講座〉
締切日受講料内容／講師日　時講座名（定員）

１２月２７日３８００円
乗り物やレストランで使うひとことや旅行
の会話に挑戦。雲南省のバザールなどのス
ライド上映あり※２月２１日の会場は西荻南
区民集会所（西荻南３崖５崖２３）／友寄貞丸　

２０年１月２４日㈭・３１日㈭、
２月１４日㈭・２１日㈭、３月
１３日㈭・２７日㈭午後６時
３０分～８時３０分（計６回）

北京五輪までに学び
たい中国
～旅行術と簡単会話
　　　　　　　（３０）

２月２９日３００円
高齢者・障害者、地域で暮らすみんなでいざ
という時に助かる方法を考えましょう／障
害者・高齢者福祉団体代表者ほか

３月１７日㈪
午後６時３０分～８時３０分

災害時～街ぐるみで
助け合う考え方 （２０）

３月７日３００円
介助する側も、される側も負担の少ない介
助法「古武術介護」を学びます／ＮＰОそら
とびねこ

３月２４日㈪
午後６時３０分～８時３０分

ＴＶで話題
「古武術介護」を学ぶ
　　　　　　　（２０）

１月１８日各
１４００円

①短時間で簡単に作れて栄養満点の韮合
（ジュウホ＝変わり餃子）と本格麻婆（マー
ボ）②驚くほど早くできるビーフシチュー
／料理研究家・栗山とも子
※①②の希望講座を明記（両方の応募も可）

①２月１日㈮②８日㈮
午後６時３０分～９時

忙しい方のための
かんたん！おいしい
夕食作り①本格中華
②ビーフシチュー
　　　　　　 （各２０）

２月５日２８００円杉並の各地で伝承されている昔話を、紙芝
居にしませんか／杉並昔ばなし紙芝居一座

２月２１日㈭、３月６日㈭・
１３日㈭・２０日㈷午後６時
３０分～８時３０分（計４回）

紙芝居作り
　　　＆語り手講座
　　　　　　　（３０）

２月１８日３００円
介護する方・される方の心身のケア、遠距離
介護のコツなどを講義します／浴風会ケア
スクール校長・服部安子

３月４日㈫
午後６時３０分～８時３０分

知って得する遠距離
介護のコツ～介護の
方法あれこれ　（３０）

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

勤
労
福

祉
会
館
（
桃
井
４
們
３
們
２
） 

区

内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者
で
全
回
出

席
で
き
る
方 

ハ
ガ
キ
（
５
面
記
入

例
参
照
）
に
職
業
・
勤
務
先
の
電
話

番
号
も
書
い
て
、各
申
込
締
切
日（
必

着
）ま
で
に
Ｎ
Ｐ
О
法
人
ス
ク
ー
ル
・

ア
ド
バ
イ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
〒

　

倆
０
０
４
３
上
荻
１
們　

們　

協

１６７

２４

２１

時

内

場

対

申

立
第　

ビ
ル
三
階
）
へ
（
抽
選
。
全

５１

項
目
を
明
記
し
て
い
る
方
を
優
先
）

 

同
法
人
緯
５
３
４
７
倆
２
３
７
２

 

①
応
募
が
一
定
人
数
に
達
し
な
い

場
合
は
講
座
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
②
託
児
希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ

に
子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
も
明
記
し

て
く
だ
さ
い
③
受
講
料
は
教
材
費
、

材
料
費
を
含
み
ま
す

問他

   
働働
く
方
の
た
め

く
方
の
た
め
のの

　
　
　
　
　
ジジ
ョョ
イ
フ
ル

イ
フ
ル
教
養
講
座

教
養
講
座

㈶
杉
並
区
勤
労
者
福
祉
協
会

２０年１月の休日パパママ学級
　 ２０年１月１２日㈯午前・午後、２７日㈰午後（各日半日コース。いずれも同内容）※午前＝９時３０
分～午後０時３０分、午後＝１時３０分～４時３０分 荻窪保健センター３階（荻窪５崖２０崖１） も
く浴実習、妊婦体験、お産に向けての話など 助産師など 区内在住で、開催日現在妊娠２４週
以上３７週未満の初産のカップル 各２６組 無料 往復ハガキに２人の氏名（フリガナ）・住所・
電話番号・出産予定日・希望日と午前または午後（第３希望まで）を書いて、１２月１０日（必着）まで
にバースセンス研究所杉並区休日パパママ学級係（〒１５１崖００６３渋谷区富ケ谷１崖１１崖１２アルシュ
代々木４階）へ 杉並保健所健康推進課緯３３９１崖１０１５または各保健センター ①結果は１２月２０
日ごろに通知します②応募者多数の場合は出産予定日などで調整します

時
場

 
内

師 対
定 費

 
申

問 他

保健センターでは、平日に４回コースで母親学級を開催しています。
３回目は休日パパママ学級とほぼ同じ内容です。問い合わせは、保健センターへ。

▲小宮　英美
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

NO.1827平成１９（２００７）年11月21日（水曜日）

杉
並
区
の
地
場
産
業「
ア
ニ
メ
」。数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、

ど
ん
な
人
た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ

業
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と

ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）

２１

企
画
・
監
修
煙
大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監
督
／
阿
佐
谷
在
住
）

題
字
煙
佐
藤　

竜
雄
（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

嬰
文
煙
金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

イ
ラ
ス
ト
煙
渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住

★オキナワノウタコンサート'０８「八重山の風」
〜夏川りみ×アコースティック・パーシャ
　 ２０年３月７日㈮午後７時 
杉並公会堂大ホール（上荻１崖２３
崖１５） 予定曲目＝「涙そうそう」、
「ファムレウタ」ほか渇出演＝夏
川りみ（右写真）、アコースティッ
ク・パーシャ（新良幸人、真境名
陽一、知名勝、金城弘美）、仲宗根哲、よなは徹 全席
指定Ｓ席５０００円、Ａ席４０００円（会員割引あり） チケ
ット発売開始＝１２月７日午後２時（会員は午前１０時）
渇販売窓口＝杉並区文化協会（初日は電話予約のみ）、
杉並公会堂、区役所１階コミュかるショップ、地域区
民センター、ウェブ販売 http://www.sugibun.co
m/、チケットぴあ（１２月８日～）緯０５７０崖０２崖９９９９ 
杉並区文化協会緯５３４７崖４３６６ 未就学児の入場はご遠
慮ください。有料託児は、マザーズ緯０１２０崖７８８崖２２２へ
★省エネ住宅設計事例・アイデア展／シンポジウム
　 １２月１日㈯①パネル展＝午前１０時～午後５時②シ
ンポジウム＝午後２時～５時 あんさんぶる荻窪（荻
窪５崖１５崖１３） 自然エネルギーを活用した省エネ住
宅ほか ②コーディネーター＝日本建築家協会杉並地
域会会員・林昭男 ②５０名 無料 ①当日、直接会場
へ②ファクスまたはＥメール（５面記入例参照）で、

時 場

内

費
申

HP
問

他

時
場

内
師

定 費 申

杉並・地域エネルギー協議会事務局・西田胃３３９５崖１４９６
死kobo@machiyume.comへ（先着順） 同事務局・
西田緯６３２１崖４５９６
★魔法陣作品展
　 １１月２３日㈷～２５日㈰午前１１時～午後５時（２３日は
午後１時～） 魔法陣（阿佐谷南３崖９崖２新光ハイ
ツ１崖Ｄ） 機織製品などの展示・即売、パン・クッ
キーなどの即売 当日、直接会場へ 心身障害者作業
所・魔法陣緯３３９３崖５５２２
★公開健康講演会「脱メタボリックマッサージ」
　 １２月４日㈫午後１時３０分～３時３０分（１時開場）
 阿佐谷地域区民センター（阿佐谷南１崖４７崖１７） 
メタボリック症候群の防止に役立つ正しいマッサージ
法 元関東医療学園講師・本間令峰 ８０名（先着順） 
無料 当日、直接会場へ 生涯学習振興会・中川緯
３３３２崖６９５４
★中央大学公開講演会
　 １２月８日㈯午後２時～３時３０分（１時３０分開場）
 杉並会館（上荻３崖２９崖５） 「うるさい日本？」
を考える～日本の伝統と現状 中央大学理工学部教
授・加賀野井秀一 １００名 無料 当日、直接会場へ
 中央大学学員会杉並支部局長・俵木緯３３３３崖８８７６
★シニアのための初めてのパソコン・デジカメ講座
　 １２月２１日㈮・２３日㈷・２５日㈫・２６日㈬①午前９時
３０分～午後０時３０分＝超初心者向けパソコン入門（簡
単な文章の作成など）②午後１時３０分～４時３０分＝デ
ジタルカメラ入門（パソコンへの取り込みなど） 高
齢者活動支援センター（高井戸東３崖７崖５） ＩＴ
スクエア杉並 区内在住で５５歳以上の方 各１５名（抽
選） 各６０００円（テキスト代含む） 往復ハガキ（５

問

時
場

内
申 問

時
場 内

師 定 費
申 問

時
場 内

師
定 費 申

問

時

場
師

対 定
費 申

面記入例参照）に希望する①②の講座名も書いて、１２
月１０日（必着）までにＩＴスクエア杉並（〒１６８崖００６３
和泉３崖１７崖１５）へ ＩＴスクエア杉並緯０９０崖４７２２崖
２５７４
★杉並清掃工場見学会（１２月）
　 １２月８日㈯午後１時３０分～３時 杉並清掃工場
（高井戸東３崖７崖６） ５０名 無料 ・ 電話で、
１２月６日までに東京二十三区清掃一部事務組合総務課
広報・人権係緯６２３８崖０６１５へ（先着順）
★税理士による無料相談会
　 １２月１１日㈫午前１０時～正午、午後１時～４時 東
京税理士会杉並支部（阿佐谷南３崖１崖３３サンアサガ
ヤビル２０１） 事業・相続・贈与など税金に関する相
談、帳簿の記入方法など ・ 電話で、前日までに東
京税理士会杉並支部緯３３９１崖１０２８へ
★杉並区社会福祉協議会・介護保険認定調査員の募集
　 区内の新規要介護認定調査業務（区からの委託）
渇資格＝介護支援専門員渇勤務形態＝月～金曜日の午
前９時～午後５時（１日６時間勤務。週３、４日で応
相談）渇報酬＝時給９５０円と調査１件あたり１０００円渇募
集人数＝若干名 履歴書を、１２月１０日（必着）までに
杉並区社会福祉協議会総務係（〒１６７崖００５１荻窪５崖１５
崖１３あんさんぶる荻窪５階）へ郵送または持参 同係
緯５３４７崖１０１０ 未経験者は、業務に従事する前に区の
研修を受講していただきます

★杉並公会堂の臨時休館・年末年始の休館
　施設予約、チケット予約・販売も休業します。
　 臨時休館＝１２月１０日㈪渇年末年始の休館＝１２月２９
日㈯～２０年１月３日㈭ 杉並公会堂緯３２２０崖０４０１

問

時 場
定 費 申 問

時 場

内
申 問

内

申

問
他

内
問

〈リサイクルひろば高井戸　１２月の講習会〉
申込方法定員費用日　時講習会名

当日、直
接会場へ

１０名1個
１００円

１日㈯午前１０時３０分
～午後３時３０分

アクリルたわし作
り体験コーナー

１０名無料７日㈮午前１０時３０分
～正午

廃油（てんぷら油）
から石けん作り体
験コーナー

電話で、
先着順

１８名３００円７日㈮午後１時３０分
～３時３０分

磁石入りの
　　小ネズミ作り

１５名３００円１４日㈮午後１時３０分
～３時３０分

ちりめん細工の
ネズミの置物作り

１０名
無料

（部品代
は実費）

１６日㈰午後１時～４
時（受付は３時まで）

おもちゃのクリニ
ック（１人１点）

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東３崖７崖
４緯３３３１崖４３６０）へ（水・木曜日休館）。募集人数に満たないときは中
止する場合があります。生ごみたい肥相談は、電話で随時受け付けて
います（回答に数日かかる場合もあります）。

「 機巧奇傳 ヒヲウ戦記」（右写真）をは
か ら く り き で ん

じめ、「機動戦士Ｖガンダム」など数々
のアニメ名作を手がけた逢坂浩司さん
が、惜しくも９月に亡くなられました。
区内アニメ制作会社でも活躍した逢坂
さんを 偲 び、関連作品のキャラクター

しの

デザイン、原画などを展示します。

CBONES・會川昇　Cヒヲウ製作委員会

区の後援・その他の
催し・講座など

　 １１月２７日㈫～１２月９日㈰午前１０時～午後
６時（入館は５時３０分まで。最終日は３時まで。
月曜日休館） 無料 ・ 杉並アニメーション
ミュージアム（上荻３崖２９崖５緯３３９６崖１５１０ 
http://www.sam.or.jp/）

時

費 場 問

HP

アニメーター・逢坂浩司アニメーター・逢坂浩司 
〜追悼展示会〜追悼展示会〜〜

１１月２７日㈫〜１２月９日㈰

　

子
供
の 
頃 
か
ら
漫
画
「
フ
ク
ち

こ
ろ

ゃ
ん
」
が
大
好
き
だ
っ
た
鈴
木
伸

一
さ
ん
に
と
っ
て
、
作
者
の
横
山

隆
一
さ
ん
は 
憧 
れ
の
人
だ
っ
た
。

あ
こ
が

　

ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
「
白
雪

姫
」
に
衝
撃
を
受
け
、
映
写
技
師

見
習
い
の
友
だ
ち
に
頼
み
込
ん
で

四
〇
回
近
く
も
見
せ
て
も
ら
っ
た

と
い
う
ほ
ど
の
ア
ニ
メ
好
き
で
も

あ
っ
た
か
ら
、「
横
山
先
生
の
と
こ

ろ
で
ア
ニ
メ
を
作
る
」
と
い
う
の

は
、
ま
さ
に
夢
の
よ
う
な
仕
事
だ

っ
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
漫
画
か
ら
離
れ

て
ア
ニ
メ
の
道
に
進
む
決
意
を

し
、ト
キ
ワ
荘
に
別
れ
を
告
げ
た
。

藤
子
不
二
雄
Ａ
さ
ん
の
「
ま
ん
が

道
」
は
、
こ
の
時
の
鈴
木
さ
ん
の

送
別
会
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ

ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。

　

横
山
さ
ん
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ

オ
、
お
と
ぎ
プ
ロ
は
鎌
倉
に
あ
っ

た
。「
横
山
先
生
が
、
自
宅
の
隣
の

民
家
を
買
い
取
っ
て
ス
タ
ジ
オ
に

な
さ
っ
て
い
た
ん
で
す
。
僕
は
そ

こ
に
住
み
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
食
事
は
先
生
の
ご
家
族
と
一

緒
だ
っ
た
の
で
、
突
然
食
生
活
が

よ
く
な
り
ま
し
た
（
笑
）」。

　

お
と
ぎ
プ
ロ
は
「
お
ん
ぶ
お
ば

け
」「
ひ
ょ
う
た
ん
す
ず
め
」
の
二

本
の
テ
ス
ト
作
品
を
作
り
終
え

て
、い
よ
い
よ
劇
場
用
短
編
の「
ふ

く
す
け
」
に
取
り
か
か
ろ
う
と
い

う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。「
ス
タ
ッ
フ
が

少
な
か
っ
た
の
で
、
一
八
分
ぐ
ら

い
の
作
品
を
、
一
年
か
け
て
作
り

ま
し
た
。
ア
ニ
メ
制
作
の
知
識
が

あ
ま
り
な
い
手
さ
ぐ
り
の
状
態

で
、
背
景
も
動
画
も
撮
影
も
や
っ

て
…
…
。
お
か
げ
で
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
覚
え
ま
し
た
ね
」。

　

八
年
間
仕
事
を
し
た
お
と
ぎ
プ

ロ
を
辞
め
た
後
、
鈴
木
さ
ん
は
、

ト
キ
ワ
荘
時
代
の
仲
間
た
ち
と
、

ス
タ
ジ
オ
・
ゼ
ロ
と
い
う
ア
ニ
メ

会
社
を
作
っ
た
。
藤
子
不
二
雄
さ

ん
、
石
森
章
太
郎
さ
ん
、
つ
の
だ

じ
ろ
う
さ
ん
、
少
し
遅
れ
て
赤
塚

不
二
夫
さ
ん
も
参
加
し
た
。

「『
鉄
腕
ア
ト
ム
』の
ア
ニ
メ
化
の

成
功
を
見
て
、
新
し
い
時
代
が
始

ま
り
そ
う
だ
と
感
じ
、
自
分
た
ち

も
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
」。各
人
が
雑
誌

に
自
分
の
漫
画
を
描
く
か
た
わ

ら
、
新
番
組
の
企
画
や
作
画
の
下

請
け
な
ど
の
ア
ニ
メ
の
仕
事
を
、

み
ん
な
で
し
た
。

　

手
塚
治
虫
さ
ん
か
ら
「
鉄
腕
ア

ト
ム
」
の
「
ミ
ド
ロ
ヶ
沼
の
巻
」

を
頼
ま
れ
た
時
に
は
、
漫
画
家
の

集
ま
り
な
ら
で
は
の
失
敗
を
し

た
。各
人
の
絵
の
個
性
が
出
す
ぎ
、

原
作
に
似
て
い
な
い
上
に
、
場
面

に
よ
っ
て
も
ば
ら
ば
ら
な
絵
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
、
手
塚
さ
ん
の
大

ヒ
ン
シ
ュ
ク
を
買
っ
た
の
だ
。

　

や
が
て
、
ス
タ
ジ
オ
・
ゼ
ロ
は

ア
ニ
メ
作
り
に
慣
れ
て
い
き
、
ス

タ
ッ
フ
も
増
や
し
て
、「
パ
ー
マ

ン
」「
怪
物
く
ん
」
を
東
京
ム
ー
ビ

ー
と
、「
佐
武
と
市
捕
物
控
」
を
虫

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、東
映
動
画
と
、

そ
れ
ぞ
れ
共
同
の
形
で
制
作
し

た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
み
ん
な

漫
画
の
仕
事
が
忙
し
く
な
っ
て
き

て
、
鈴
木
さ
ん 
曰 
く
「
そ
ろ
そ
ろ

い
わ

会
社
ご
っ
こ
は
や
め
よ
う
」
と
い

う
話
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組「
祭
だ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

の
「
歌
謡
ア
ニ
メ
」
の
コ
ー
ナ
ー

を
制
作
中
だ
っ
た
の
で
、
い
き
な

り
や
め
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ス

タ
ジ
オ
は
鈴
木
さ
ん
が
続
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の

「
歌
謡
ア
ニ
メ
」
は
、
ヒ
ッ
ト
曲

に
ギ
ャ
グ
満
載
の
パ
ワ
フ
ル
な
ア

ニ
メ
を
つ
け
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
だ
っ
た
。

　

今
回
も
次
号
に
続
き
ま
す
。
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人口と世帯
住
民
登
録

人口／５２万３５２６人 （４１増）
　男　／２５万２７７４人 （１０増）
　女　／２７万０７５２人 （３１増）
世帯／２８万８４７５　 （５３増）

外
国
人
登
録

人口／１万１０７９人 （１１３増）
　男　／　　５３２７人 （３５増）
　女　／　　５７５２人 （７８増）
世帯／　　９１２１　 （９６増）

１９年１１月１日現在、（　）は前月比

総人口／５３万４６０５人（１５４増）

◆１２月の各種健康相談 ◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
緯３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
緯３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

緯３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

緯３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
緯３３９１‐００１５

１３・２７日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

４・１８日
午前９時～１０時３０分

６・２０日
午前９時～１０時３０分

１４・２１日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１７日
午前９時３０分～１０時３０分

１９日
午前９時～１０時

２７日
午前９時３０分～１０時１５分

７日
午後１時１５分～３時

６日
午前９時１５分～１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

４・１１・１８・２５日１２月はありません７・１４・２１・２６日１２月はありません５・１２・１９・２６日母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ。
荻窪保健センターは、電
話予約制で先着２５名

いずれも、午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１２日は午後１時～、１９日は午後１時１５分～、２６日は午前９
時３０分～、高円寺保健センターの１４日は午後１時～、２６日は午前９時３０分～）

１８日１２月はありません２１日１２月はありません１９日
午後１時１５分～４時

パパ・ママ学級…事前申
込制 午後１時３０分～４時

２０日
午後１時３０分～３時

１１日
午前１０時３０分～正午１２月はありません２０日

午前１０時３０分～正午
１９日

午前１０時～正午
離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１０日の午後
１１・１８日の午前

１２日の午後
１３・１９日の午前

６・２０日の午後
４・２５日の午前

７・２１日の午後
３・１７日の午前

１３・２０日の午後
１４・２１日の午前乳幼児歯科相談（無料）

…電話予約
いずれも、午前は９時～１０時３０分、午後は１時１５分～２時３０分

８日㈯午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３崖３４崖３）　問い合わせは、緯３３９３崖０３９１へ歯の健康相談（無料）

２０日
午後１時３０分～

６日
午後１時３０分～

２１日
午後１時３０分～

１１日
午前９時３０分～

５日
午後１時３０分～

ものわすれ相談（無料）
…電話予約

６日
午後１時３０分～

２５日
午前９時３０分～

２１日午前９時３０分～
２７日午後１時３０分～

１４・２１日
午後１時３０分～

１０・２１日
午後１時３０分～心の健康相談（無料）

…電話予約
うつ・ひきこもり・精神疾患・思春期問題・依存症の保健相談も行います

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所東棟１階保健福祉相談窓口へ。
　　２．荻窪保健センターの離乳食講習会は電話予約制で、申し込みは当月の１日（土・日曜日、祝日の場合は最初の平日）からです。（先着３０名）

　

地
域
の
こ
と
を
み
ん
な
で
考

え
、
行
動
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
杉
並
を
、
と
も
に

力
を
合
わ
せ
て
つ
く
っ
て
い
く
た

め
の
大
切
な
し
く
み
と
な
る
「
自

治
基
本
条
例
」
が
施
行
さ
れ
て
、

今
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

建
自
治
基
本
条
例
と
は

　

区
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理
念

を
は
じ
め
、
区
民
・
事
業
者
の
権

利
・
義
務
（
責
務
）、
区
議
会
・
議

員
の
責
務
、
区
長
・
執
行
機
関
の

責
務
、
区
政
運
営
の
原
則
、
区
民

の
区
政
へ
の
参
画
と
協
働
の
し
く

み
な
ど
を
定
め
た
、
区
の
「
憲
法
」

と
も
い
え
る
条
例
で
す
。

建
参
画
と
協
働
に
よ
る
自
治
の
ま

ち

　

自
治
基
本
条
例
で
は
、
区
が
区

民
へ
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
努

め
る
こ
と
や
、
住
民
投
票
制
度
・

区
民
等
の
意
見
提
出
手
続
な
ど
、

参
画
の
し
く
み
や
協
働
の
原
則
を

定
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
し
く

み
を
整
え
る
こ
と
で
、
区
民
参
画

が
一
層
広
が
り
、
区
民
の
意
見
が

よ
り
区
政
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

建
参
画
・
協
働
の
取
り
組
み

　

区
で
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
区

民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
民
間
企
業
な
ど
様

々
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
り
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
参
画
と
協
働

の
取
り
組
み
が
一
層
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
す
ぎ
な
み
地
域
大

学
」
の
修
了
者
が
、
犯
罪
被
害
者

支
援
員
に
登
録
し
た
り
、
杉
並
子

育
て
応
援
券
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
に
な
る
な
ど
、
区
事
業
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

建
条
例
で
定
め
て
い
る
参
画
と
協

働
の
し
く
み

【
区
民
等
の
意
見
提
出
手
続
】

　

区
が
重
要
な
政
策
や
計
画
な
ど

を
策
定
す
る
際
に
、
事
前
に
案
を

公
表
し
、皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
、

政
策
な
ど
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。

【
住
民
投
票
制
度
】

　

区
政
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
、

広
く
区
民
の
意
見
を
直
接
聴
く
必

要
が
あ
る
と
き
に
、
区
議
会
の
議

決
を
経
て
実
施
で
き
ま
す
。

【
審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
へ
の
区

民
参
加
】

　

審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
に
区
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
よ
り
意
見

を
反
映
す
る
こ
と
の
で
き
る
会
議

運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

「自治基本条例」は、杉並区の自治の基本事項を定める重要な
もので、１５年５月１日に施行されました。
区では、条例施行後、区政の様々な分野において参画と協働を
推進し、杉並の自治の発展に向けて取り組んでいます。
地域での暮らしや活動に自治基本条例の趣旨を 活 かし、「自治

い

のまち　すぎなみ」をともにつくっていきましょう。
――問い合わせは、企画課へ。

【対象となる政策など】
猿区の総合計画および分野別計画な
どの策定や重要な改定
猿区政の基本事項を定める条例およ
び区民・事業者に義務を課し、ま
たは権利を制限することを内容と
する条例の制定など
　ただし、法令改正によるものや緊
急性を要するものなどは除く

【手続きの流れ】
①実施の予告
　政策・計画などの案の公表の１０日
前までに、広報紙と区ホームペー
ジで、案の名称・意見の提出期間
などを予告します。

革

②意見などの提出
・期間＝公表した日から２週間以上
・提出方法＝閲覧場所への書面での
提出、郵便、ファクス、Eメールなど
・氏名などの明示＝意見などを提出
する方には、住所･氏名（在勤・
在学者は勤務先・通学先の所在地
と名称）を明示していただきます。

革

③意見などの取り扱い
　政策・計画などを決定したら、提
出された意見などの概要、それに
対する区の考え方、案を修正した
場合はその内容を公表します。

あなたの声が
区政に活かされます「区民等の意見提出手続」

杉並区自治基本条例

「憲法」

※
自
治
基
本
条
例
の
全
文
や

関
係
資
料
は
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

区民とともにつく区民とともにつくるる
「自治のまちすぎなみ　　　　「自治のまち すぎなみ」」

育てよう！
私たちの


